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Studies on the developmental mechanism and associated genes for cleft 
palate of Eh mice 
（Eh マウスにおける口蓋裂の発生機構および関連遺伝子に関する研究）





よび遺伝的要因ついては未だに不明な点が多い。Eh マウスは第 15 番染色体に染色体逆位を持つ突然変異マウス














 Eh の逆位の切断点は遺伝子上に存在していないことから、Eh/Eh 個体が呈する口蓋裂は切断点近傍に存在する
遺伝子発現の逆位による変化に起因している可能性が高いと考えられる。そのため、逆位の切断点近傍に存在す
る遺伝子の口蓋板における発現を調べた。その結果、遠位切断点近傍に存在し、形態形成の過程において位置情
報を担う遺伝子の一つである Hoxc5 遺伝子の発現量が、Eh/Eh 個体の口蓋板において顕著に上昇していることが





















伝子の一つである Hoxc5 遺伝子の発現量が，Eh ホモ個体の口蓋板において顕著に上昇して
いることが明らかになった。以上のことから，Eh ホモ個体では染色体逆位により Hoxc-5
遺伝子の口蓋板における発現が異所的に上昇することにより，位置情報に異常が生じ，口
蓋板の伸長不全を引き起こしている可能性があると結論づけている。 
 以上の結果は，組織学的および分子遺伝学的手法を用いてマウスにおける口蓋裂の発生
機構およびその遺伝的要因を明らかとしたものであり，当該分野の研究に及ぼす影響は大
きく，それゆえ，片山健太郎氏は自然科学研究科の博士（学術）の学位を受ける資格があ
るものと判定した。
